































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































（カ月） プラスになったこと その他 
2010年２月・８月，2011年６－７月の第２回聴き取り 
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やはり助成金が助か 
る。JCはいい制度で 
ある。 
 
 
 
やはり助成金は助か 
る。良い教育訓練に 
ついて考えるきっか 
けになった。次の機 
会ではもっと工夫し 
たい。 
派遣社員＝単能工が 
金型の基礎を習得す 
ることで，「なぜ」 
「どのように」を理 
解した応用力のある 
多能工になれる。 
 
一日オリのあとすぐ 
現場，であった新卒 
進入研修の見直しに 
なった。訓練日誌へ 
の書き込みは双方に 
プラス。 
既に持っていた中途 
正規採用者の訓練プ 
ログラムを体系化で 
きた。次からやりや 
すい。また使いたい。 
 
やはり助成金は助か 
る。だが先の支給で 
ないと銀行借り入れ 
になって困る。 
新入社員の教育訓練 
は半年から１年かか 
る。即戦力，という 
考え方はしていない。 
 
JC制度がなくても採ってい 
る。雇うと決めた人に有期 
実習型を当てはめている。 
訓練計画は，既存の職能資 
格制度をベースに考えた。 
 
 
 
社員の技能評価は書類化さ 
れておらず，暗黙にやって 
きた。JC制度で３ヶ月教え 
て辞められたら困る。 
 
新卒（殆ど大卒）を毎年採 
用。中途は不定期で若干名， 
HW経由はミスマッチが多 
く困難。４年前にOJTスキ 
ルマップを作成。トータル 
な金型技術者の育成にはロ 
ーテーション重要。 
 
役員に社内講師を依頼，能 
開の全社的取組の第一歩。 
JC制度の社内定着のため， 
マニュアル作りの最中。 
 
 
中途採用が中心。講師では 
なく，室長やエリアマネー 
ジャーなど管理職は経験値 
があったほうがよい。 
 
 
５年で知識が陳腐化する分 
野なのでずっと勉強し続け 
る必要がある仕事。 
 
JC制度がなくても採ってい 
る。雇うと決めた人に有期 
実習型を当てはめている。 
【2011年７月】役所は経験値を問うので，リスクのある新
卒よりも中途を，の面あり。長い目で見て…という人にJC
を活用して育てる。適用は3人（昨年４月に１人）（1）設
計庶務，（2）総務の経理事務，（3）設計職務。日報は毎
日同じようなことなので必要あり？　見るのは様式２，３ぐ
らい。前社での経験は詳しく知りたいので，そのウェイトは
高めてほしい。＊助成金減少は，プラマイゼロならよいが，
続くかどうか分からない人に手をのばす機会は減るかも。 
【2011年７月】従業員の半数程度は雇調金活用し休業。今
年の新採６人も入社即休業，GW明け入社，その後約２週間
の教育で現場。先日HWの職員は「カードは本人が作るもの
でしょう」と。若年者雇用奨励金やトライアル雇用など複数
の助成金があり，企業にとってはJCもその１つ，該当者が
うまく応募してくれたらラッキーという感覚。 
【2011年２月】有期実習型を利用して正社員になった左記
の社員は，現在も機械加工部署にいる。不具合対策までやっ
ており，設計部署とも直接やりとりする。仕上げの部署にい
る派遣の日系人２人も，有期実習型による正社員化の格好の
対象者だが，本人たちにその気がない。厚生年金を払いたく
ないし，いずれ母国に帰りたい。 
 
【2011年６月】第１回目の「第二新卒」の大卒男性は，大
きな期待があったが，気が強すぎてうまくいかず退職。第２
回目の有期実習型は，2010年４月20日から３ヶ月。取引先
からの紹介者。JCでOff-JTのやり方が分かってよかった。
助成率低下は，それにあわせて訓練を短縮するまで。 
 
【2011年７月】2010年３月卒の大卒者を同年５月に採用，
条件的に有期実習型が使えず。2011年４月には，同業他社
を辞めてフリーター状態だった元講師を室長代理で採用。
JC制度は廃止されたとすっかり思っていたので活用せず。
だがいずれも，前回活用時に構築したメニューを実施した。
なお，社内には３つ程度のラダー構築が必要。 
 
前回インタビュー対象者となかなか連絡つかず。後日メール
で，会社が忙しすぎて受けられなかった，との連絡あり。 
 
 
 
前回インタビュー対象者に結局連絡つかず。 
図表　序－３　インタビュー対象企業一覧（2010～2011年，有期実習型訓練） 
